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Large Language Model の歴史
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2014 Attention
機械翻訳において目的言語の次の語を生成
する際に原言語の文のどこに着目するか

2017 Transformer
attentionの精緻化、原言語文内、目的
言語内でのself-attention

2018 BERT
Transformerのencoder側を単言語の
分類問題等に

2018 GPT (1.17億パラメータ)
Transformerのdecoder側を言語モデルに

2019 GPT-2 (15億パラメータ)
2020 GPT-3 (1750億パラメータ)
2022 GPT-3.5 / InstructGPT
2022 ChatGPT
2023 GPT-4 (2兆パラメータ?)

画像も扱える、多言語能⼒も大幅向上
• 米司法試験で人間受験者の上位10％の成績
• 米大学入試テストSATで1600点中1410点
• 米医師試験USMLEでも合格レベルの点数

[Vaswani et al. 2017]

2020.2
GRP発足



LLM-jp (LLM勉強会)
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2023.5
⾃然言語処理の研究者
30名程度による勉強会を開催

2023.10
ｍdxを用いて
13Bパラメータモデル
LLM-jp-13Bを公開

2023.11 
ABCI第２回LLM構築支援
プログラム に参加
175Bパラメータモデルの
学習トライアル

2024.4  
国⽴情報学研究所に
LLM研究開発センター設置
⽂部科学省「⽣成AIモデルの透明性・信頼性の
確保に向けた研究開発拠点形成」事業

GENIAC環境で
172Bパラメータモデルの
学習開始

• mdx: データ活用社会創成プラットフォーム．9大学2研究所が連合して共同運営する、データ活用にフォーカスした高性能仮想化環境
• ABCI: AI橋渡しクラウド．産業技術総合研究所（AIST）が提供するAI向け計算用で現状国内最大の計算資源
• GENIAC: Generative AI Accelerator Challenge.⽇本国内の基盤モデル開発⼒の底上げのために計算資源の提供等を⾏う経産省のプログラム

• オープンかつ⽇本語に強い大規模モデルを
構築し、LLMの原理解明に取り組む

• モデル・データ・ツール・技術
資料等を議論の過程・失敗を
含めすべて公開する

• この趣旨に賛同
すれば誰でも
参加可

2500名超



LLMの発展（2023〜2025年度）
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2023.6 OpenAI APIにfunction calling(関数呼び出し)を追加。ChatGPTを利用した階層的な
プランやコードの生成・実⾏などが可能に

2023.11-12  OpenAI社GPT-4 TurboやGoogle社Geminiなどを発表。仏Mistral AI社が混合エキス
パート(MoE)方式のオープンLLM Mixtral 8x7Bモデルを公開。LLMの世代交代が加速

2024.3  Microsoft社がAzure OpenAI ServiceでOn Your Data機能の一般提供を開始。
GPT-4などのLLMに検索拡張⽣成(RAG)が利用可能に

2024.4  Meta社がオープンLLMとしてLlama3を公開(8B, 70Bモデル。405Bモデルは7月公開)  
2024.5  OpenAI社が⾳声・画像処理能⼒を強化したモデルGPT-4oを公開
2024.6  Google社がコンテキスト⻑2MトークンのGemini 1.5 Proを公開
2024.9  OpenAI社が推論能⼒を強化したモデルo1を発表
2024.12  中国DeepSeek社が総パラメータ数671B(有効パラメータ数37B)のDeepSeek V3を公開。

MoE方式で、257個のエキスパートから、推論時に9個のエキスパートを選択して実⾏
2025.1  DeepSeek社が低開発コストで世界トップレベルの推論能⼒をもつDeepSeek-R1を公開
2025.2  OpenAI社がGPT-4.5を発表、Deep Researchモードを搭載
2025.3-10 Gemini 2.5 Pro, Llama 4, Qwen 3, Claude 4, GPT-5など多数のモデルが登場

2024.5
N. Ueda, H. Habe, Y. Matsui, A. Yuguchi, S. Kawano, 
Y. Kawanishi, S. Kurohashi and K. Yoshino:
J-CRe3: A Japanese Conversation Dataset for Real-
world Reference Resolution,
Proceedings of LREC-COLING 2024
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LLM-jpモデルの性能

日本語有用性 英語有用性 日本語安全性
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• llm-jp-3.1-8x13b-instruct4 は日本語有用性でgpt-4-0613 を上回り，日本語
安全性では gpt-4o-2024-0806 をも上回る

• 英語有用性についてはまだ課題あり Tight collaboration with 
AI Safety Institute Japan
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SakanaAI: AI Scientist (2024/8) 
• 研究のアイデア生成・実験・論文執筆・評価を⾃動化

Model Context Protocol (MCP) (2024/11)
• AIエージェントが外部データやツールに安全かつ

一貫した方法でアクセスするためのオープン標準
プロトコル、Anthropic社が提案

Deep Research 機能
(2024/12 Gemini、2025/2 ChatGPT, Perplexityに搭載)

• LLMが⾃律的に調査・要約・推論を繰り返す機能

SakanaAI: AI Scientist 2 (2025.4) 
• AI生成論文がICLR 2025ワークショップで採択レベルに

Biomni - A General-Purpose Biomedical AI 
Agent (2025/6)

• 医学生物学において、薬物リポジショニング、希少疾患
の診断等のタスクを⾃律的に遂⾏するエージェント

• 数万論文を解析し、150の専門ツール、105のソフト
ウェアパッケージ、59のデータベースを統合した環境を
⾃動構築

Paper2Agent: Reimagining Research Papers as 
Interactive and Reliable AI Agents (2025/9)

• 研究論文をAIエージェントへ変換し、MCP server を構築

Open Conference of AI Agents for Science 2025 
(論文投稿締切9/15, 採択決定10/5, 会議開催10/22)

• 論文の執筆から査読までをAIが担う実験的学会
• 投稿論文253件、採択論文48件（第一段階査読はAIが実施）

AI Agent / AI for Science
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（Physical Intelligenceの𝜋଴.ହもすごいし，世界人型ロボット運動会もすごい
ですが、ロボットは専門外ですのでとりあえずおいておくとして）

• AIが今後の社会基盤となる事はもはや間違いない
• 質的問題（ハルシネーション，バイアスなど），電⼒問題は徐々に緩和され

るだろう
• 100%でなくとも人よりもパフォーマンスの高いAIとどう共存するかは社会

受容性の問題
• まずは教育が最大の課題ではないか．大学生や若者の間では依存症や閉塞感

（人間のやることがなくなるのでは）が蔓延し始めている
• 改めて，情報技術・AIと人間を総合的に研究すること、また、Open Science、

Team Scienceの考え方が重要と感じる

これからどうなるのか︖


